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令
和
三
年
度

二
〇
二
一
年
度

哲
学
教
室
彙
報 

 
学
事
日
程	

二
〇
二
一
年
四
月
五
日     

ガ
イ
ダ
ン
ス

オ
ン
ラ
イ
ン

 

二
〇
二
一
年
一
〇

一
二
月	

修
士
論
文
・
卒
業
論
文
中
間
発
表
会

木
曜
日
三
・
四
限

哲
学
討
論

に
て
順
次
開
催

 
 

卒
業
論
文	

赤
沼	

裕
太	

関
連
性
理
論
に
お
け
る

関
連
性

の
定
義
と
発
話
の
解
釈
手
順
の
具
体
性
に
つ
い
て

		

飯
田	

楓
子	

ヒ

ピ
ア
ス
の
変
化
か
ら
み
る

美

の
言
語
化
の
意
義

プ
ラ
ト
ン

ヒ

ピ
ア
ス

大

よ
り

	

岩
田	

理
絵	

日
本
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
高
度
な
ア
ド
ボ
カ
シ

を
す
る
に
は
何
が
必
要
か

	

岡
崎	

亮
我	

プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス

に
お
け
る
快
楽
説
に
つ
い
て

	

尾
花	

拓
篤	

シ

ペ
ン
ハ
ウ
ア

思
想
と
現
代
の
出
生

	

片
山	

俊
大	

義
務
違
反
条
件
文
に
お
け
る
前
件
の
内
容

	

齊
藤	

茉
子	

ア
イ
ヒ
マ
ン
の

陳
腐
な
悪

を
め
ぐ
る
ア

レ
ン
ト
の
道
徳
哲
学

	

竹
内	

大
祐	

ジ

ル
ジ

・
バ
タ
イ
ユ
の

禁
止
と
侵
犯

論
に
お
け
る
自
由
の
問
題
に
つ
い
て

	

堂
籠	

芽
生	

生
死
の
選
択
の
自
由
に
つ
い
て
の
考
察

シ

ペ
ン
ハ
ウ
ア

の
自
殺
論
を
手
が
か
り
に

	

富
谷	

	

建	

現
在
の
民
主
主
義
に
お
け
る
公
衆
の
没
落
と
い
う
課
題

	

難
波	

杏
樹	

人
間
は
動
物
を
殺
し
て
も
良
い
の
か

	

村
松
香
奈
子	

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
ア
ク
ラ
シ
ア
論
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山
田
悠
紀
菜	

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

詩
学

の
誤
読
と
三
一
致
の
法
則
に
つ
い
て

	

和
田	

	
開	

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
幸
福
と
運
・
不
運
の
関
係

	

	
 

教
員
の
業
績	

石
川	

	

求 

研
究
論
文

体
験
と
沈
黙

そ
れ
ぞ
れ
の
反
戦

鈴
木
道
彦
・
海
老
坂
武

監
修

竹
内
芳
郎	

そ
の
思
想
と
時
代

閏
月
社

二
〇

二
二
年	

栗
原	

裕
次 

研
究
論
文

 “Tw
o Im

ages in Plato’s Statesm
an 277a-d,” in The Journal of G

reco-Rom
an Studies, V

ol. 60-3, The K
orean Society of G

reco-

R
om

an Studies, pp. 183-196 (12/31/2021)  

学
会
発
表

	

プ
ラ
ト
ン

政
治
家

ポ
リ
テ

コ
ス

に
み
る

人
の
支
配

と

法
の
支
配

京
都
ヘ

ゲ
ル
読
書
会	

令
和
三
年
度
夏

期
研
究
例
会

オ
ン
ラ
イ
ン

二
〇
二
一
年
六
月
二
七
日	

木
田	

直
人	

研
究
論
文

創
る
こ
と

哲
学
を
創
造
す
る
年
刊
誌	
ひ
と
お
も
い	

３

東
信
堂

二
〇
二
一
年
七
月

五

三
八
頁	

編

集

哲
学
を
創
造
す
る
年
刊
誌	

ひ
と
お
も
い	

３

東
信
堂

編
集
お
よ
び

特
集
に
当
た

て

担
当

二
〇
二
一
年
七
月	

井
原
健
一
郎 

研
究
論
文

 

デ
カ
ル
ト
の
循
環

一
三

人
文
学
報

東
京
都
立
大
学
人
文
科
学
研
究
科

第
五
一
八-

八
号

今
号

二
〇
二
二
年
三

月

一

三
七
頁 

 


